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4-8-2 商業施設等 

ＪＲ九州では、熊本駅及び上熊本駅に商業施設を開業させるとともに、駐車場、倉庫、事務

所等へ貸し付けている（平成31年1月現在）。 

 

【高架下の商業施設等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肥後よかモン市場 

 

 

 

 

 

 

 

 

えきマチ１丁目上熊本 

 

 

 

 

 

 

 

 

駐車場・貸倉庫 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ九州熊本支社 

熊 本 駅 「肥後よかモン市場」 

・店舗面積3,900㎡、60店舗 

・平成30年３月開業（平成29年年12月に一部先行開業） 

上熊本駅 「えきマチ１丁目上熊本」 

・店舗面積2,554㎡、10店舗 

・平成28年12月開業 

その他貸付 

・駐車場、倉庫、事務所 など 
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5-1 環境影響評価 

本事業は、熊本県環境影響評価条例（平成12年６月１日公布、平成13年４月１日施行）の対

象事業（鉄道;長さ５km以上）であった。そこで、条例施行に先行して手続きを開始、実施した。 

実施にあたっては、熊本県環境影響評価条例、同施行規則及び熊本県環境影響評価技術指針

に則り進めた。 

 

表5-1 環境影響評価手続きの概要 

手続き 内容・期間 

方法書 

 公告縦覧  ；H12.12.22～H13. 1.22 

 審査会(1) ；H13. 2. 2（現地視察） 

 審査会(2) ；H13. 4. 6（方法書の審査） 

 知事意見  ；H13. 4.19（調査、予測及び評価の方法に関する意見） 

準備書 

 公告縦覧  ；H14. 9. 4～H14.10. 3 

 地元説明会；H14. 9.24～H14.10. 2（7回） 

9.24 池田校区、9.25 花園校区、9.26 一新校区 

9.27 五福校区、9.30 春日校区、10.1 古町校区 

10.2 白坪校区 

 審査会(1) ；H14.10.10（準備書の審査） 

 審査会(2) ；H15. 1.14（準備書の審査） 

 公 聴 会  ；未開催（開催申出なし） 

 知事意見  ；H15. 1.22（準備書に関する意見 ※別記） 

評価書  公告縦覧  ；H15. 3.19～H15. 4.18 

事後調査報告書  事業終了後 
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図5-1 環境影響評価手続きの流れ 

 

 

環境影響評価の項目は、事業特性及び地域特性を考慮して選定した。 

 

表5-2 環境影響評価の項目（環境影響要因と環境要素の関連） 
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環境影響評価準備書に対して熊本県知事意見が出され、事業の実施にあたっては、これに留

意するとともに、環境保全措置（ロングレールの採用、低騒音型建設機械の採用、工事の分散

等）の実施、事後調査（騒音・振動調査、地下水調査等）を進めていった。 

 

【環境影響評価準備書に関する熊本県知事意見（抜粋）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

［大気環境］ 

 ＜振動・騒音＞ 

① 本事業において振動・騒音は、重要な環境要素である。今後、具体的な設計や事業実

施に当たっては、可能な限りその影響の低減に努める必要がある。 

  なお、工事実施時や列車の仮線走行時及び供用後の調査を実施し、環境への影響が著

しいと認められた場合、更なる環境保全措置を検討する必要がある。 

［水環境］ 

① コンクリート工事による河川や地下水へのアルカリ排水の影響が生じないようにす

るため、工事実施に当たっては、入念な施工管理を実施するとともに調査を実施し、環

境への影響が著しいと認められた場合、更なる環境保全措置を検討する必要がある。 

［土壌に係る環境その他の環境］ 

 ＜地盤沈下＞ 

① 事業実施区域には軟弱な地盤が存在しているため、今後、具体的な設計や事業実施に

当たっては、地盤沈下に十分留意して行う必要がある。 

［動物・植物・生態系］ 

① 生育地が縮小又は消失するカワジシャとホウライシダの移植については、専門家の意

見を参考に慎重に検討する必要がある。 

② 鉄道と交差している水路で、全国的に絶滅の危険が増大しているメダカが確認されて

いる。水路の付け替えに当たっては、多自然型工法を用いるなど、その生息について十

分配慮する必要がある。 

［景観］ 

① 今後、具体的な設計や事業実施に当たっては、更に圧迫感の低減や周辺景観との調和

を図り、できる限り環境影響を低減できるよう、関係機関と十分協議する必要がある。 

［文化財］ 

① 埋蔵文化財の試掘に当たっては、熊本県教育庁文化課及び熊本市の教育委員会と十分

協議する必要がある。 

② 上熊本駅本屋をはじめとして、熊本県近代化遺産として挙げられている建築物は、景

観資源、歴史的・文化的資源として重要なものである。関係機関と協議し、移築や記録

等の利活用について検討する必要がある。 

［その他］ 

① 本事業の実施区域周辺では、九州新幹線整備、熊本駅西土地区画整理、都市計画道路

等の事業が計画されている。本事業は、これらの事業と関連することから事業実施に当

たっては、関係機関等と十分協議し、工事の時期等や工事用車両の走行ルートを分散す

るなど、振動・騒音等の環境への影響低減に十分配慮する必要がある。 
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5-2 埋蔵文化財調査 

本事業地に近接して埋蔵文化財包蔵地がある。事業の実施にあたっては、文化財保護法に則

って適切に協議し、調査等を行った。 

 

表5-3 事業に係る主な埋蔵文化財包蔵地 

遺跡名 概 要 所在地 調査実施 

北島遺跡群 弥生時代～中世 池田４丁目 － 

熊本城跡遺跡群 古墳時代～近世 古城、古京、千葉城町 本調査(記録保存) 

新馬借遺跡群 古墳時代～平安時代 新町３丁目 本調査(記録保存) 

花岡山・万日山遺跡群１区 古墳時代 
横手町、春日町 

本調査(記録保存) 

花岡山・万日山遺跡群２区 古墳時代 本調査(記録保存) 

二本木遺跡群（熊本駅部） 縄文時代～中世 
二本木１・２丁目他 

本調査(記録保存) 

二本木遺跡群（田崎） 縄文時代～中世 本調査(記録保存) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5-2 埋蔵文化財包蔵地 調査位置 

 

  

北島遺跡群 

花岡山・万日山遺跡群１区 

新馬借遺跡群 

二本木遺跡群（熊本駅部） 

 
花岡山・万日山遺跡群２区 

熊本城跡遺跡群 

二本木遺跡群（田崎） 
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平成23年（2011年）、高麗門踏切付近～下馬天神踏切付近における試掘及び確認調査の結果、

熊本城に関連する高麗門遺構、堀（土手）・桁橋、御成道（参道）が発見された。学識経験者

による検討委員会を設置し、文化財としての歴史的評価と価値が判断された結果、これらは重

要な遺構群であり、「国民共有の財産として永く保存すべき対象である」と勧告された。 

それに対応し、高架橋構造の変更が生じた。また、発掘調査により工事工程への影響があっ

た。 

【発見された遺構と評価】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 ：熊本博物館蔵;文政2年（1819年）以前 

資料：花岡山・万日山遺跡群第2次調査概要（平成24年11月 熊本県教育委員会） 

図5-3 熊本城・高麗門の位置  

［遺構」 

高麗門：江戸時代、加東清正公が建造させた熊本城門のひとつ 

堀（土手）・桁橋：熊本城域と外界を画する存在 

御成道：藩主及びその一族他が眠る菩提寺への参詣道 

［評価］ 

「高麗門・桁橋を経由して、御成道（参道）を利用した各寺院への参詣の

姿を、検出された一連の遺構が示しており、セットとして発見された

意味は大変大きい」 

「国民共有の財産として永く保存すべき対象である」 

高麗門 

熊本城 
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 資料：熊本城跡遺跡群           資料：花岡山・万日山遺跡群第2次調査概要 

    （平成26年3月 熊本県教育委員会）     （平成24年11月 熊本県教育委員会） 

    図5-4 高麗門調査区遺構           図5-5 参道造成イメージ図 

 

本遺構は、国の文化審議会を経て、平成30年（2018年）６月に特別史跡熊本城跡に追加指定

された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料：熊本市 

図5-6 特別史跡熊本城跡 追加指定範囲  

    旧城域 

    既指定範囲 

    追加指定範囲 

同時に指定された 
桜の馬場地区 

 

〔拡大図〕 
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5-3 地元説明・広報 

5-3-1 事業説明 

事業を推進するにあたっては、様々な場面で地元説明会（都市計画事業に関する説明会、工

事に関する説明会 など）を開催した。 

 

表5-4 事業に係る主な説明会 

時 期 説明内容 

平成12年 1月～ 3月 連立事業・新幹線事業の事業概要（測量立入り） 

平成12年 8月～10月 連立事業都市計画案（４km区間） 

平成13年 6月～ 7月 連立事業・新幹線事業の事業概要（４km区間） 

平成14年 2月 連立事業・新幹線事業の概要（４km区間） 

平成14年 7月～ 8月 連立事業都市計画案（２km延伸区間） 

平成17年 5月～ 6月 一次仮線工事の概要 

平成17年 6月 熊本駅周辺都市計画事業等の概要 

平成17年 6月～ 7月 連立事業・新幹線事業の事業認定 

平成17年12月 連立事業・新幹線事業の工事説明会 

以後、随時 連立事業・新幹線事業の工事説明会 

 

また、事業に関するパンフレットを作成、配布するとともに、熊本県熊本駅周辺整備事務所

等のウェブサイトでは、連続立体交差事業を始め関連事業に関する記事、情報等を載せ、事業

内容及び進捗状況等の周知に努めた。 

【ウェブサイトによる案内】 

 

 

 

 

 

 

 

  

熊本県熊本駅周辺整備事務所 ⇒ 連立事業の概要、進捗状況、お知らせ 等 

熊本市熊本駅周辺整備事務所 ⇒ 周辺事業の概要、進捗状況、お知らせ 等 

         ＪＲ九州 ⇒ 関連開発の概要、お知らせ 等 

      鉄道・運輸機構 ⇒ 新幹線事業の概要、お知らせ 等 
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5-3-2 供用開始に関するイベント 

(1) ＪＲ鹿児島本線高架開業記念レールウォーク（平成27年３月１日） 

平成27年（2015年）３月14日、鹿児島本線北側４km上下線・熊本駅部４km上り線の高架橋が

供用開始となるにあたり、記念レールウォークが行われた。 

【記念レールウォーク】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レールウォーク  

開催日：平成27年3月1日（日） 

区 間：約１km 

参加者：約1,800人 
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(2) ＪＲ鹿児島本線高架開業及び上熊本駅舎落成記念式典（平成27年３月14日） 

鹿児島本線北側４km上下線・熊本駅部４km上り線の高架橋供用開始と併せて、上熊本駅舎及

び熊本駅上り線ホームも同時に開業した。供用開始にあたり、記念式典が行われた。 

【記念式典】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記念式典  

開催日：平成27年3月14日（土）10時00分～ 

次 第 

①高架開業記念式典（場所 上熊本駅高架下） 

  ・主催者挨拶、来賓祝辞、来賓紹介、一日駅長任命式 

②高架開業記念出発式（場所 上熊本駅ホーム） 

  ・列車出発（10時57分発 八代行列車） 

③上熊本駅舎落成式（場所 上熊本駅舎前） 

    ・くす玉開花 

主な出席者 

①主催者：熊本県知事、熊本市長、ＪＲ九州代表取締役社長 

②来 賓：国会議員、国土交通省、熊本県議会議員、熊本市議会議員 

     各種関係団体、自治会関係者 
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  熊本日日新聞 平成27年（2015年）3月14日夕刊  
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 熊本日日新聞 平成27年（2015年）3月15日朝刊 
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(3) 熊本駅全線高架開業記念レールウォーク（平成30年２月17日） 

平成30年（2018年）３月17日、全線の鉄道高架化が完了、供用開始となるにあたり、記念レ

ールウォークが行われた。 

【記念レールウォーク】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  資料：九州旅客鉄道株式会社            資料：九州旅客鉄道株式会社 

レールウォーク  

開催日：平成30年2月17日（土） 

区 間：約１km 

参加者：約5,200人 
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(4) ＪＲ鹿児島本線・豊肥本線熊本駅全線高架開業記念式典（平成30年３月17日） 

全線の高架橋供用開始にあたり、記念式典が行われた。 

【記念式典】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

案内ポスター  

開催日：平成30年3月17日（土）5時24分～ 

次 第 

①出発式（場所 熊本駅1番のりば） 

  ・列車出発（5時24分発 肥後大津行列車） 

②開業記念式典（場所 熊本駅コンコース） 

  ・主催者挨拶、来賓祝辞、来賓紹介、祝電披露、くす玉開放 

主な出席者 

①主催者：熊本県知事、熊本市長、ＪＲ九州代表取締役社長 

②来 賓：国会議員、国土交通省、熊本県議会議員、熊本市議会議員 

     自治会関係者 
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記念式典 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    熊本日日新聞 平成30年（2018年）3月18日朝刊  
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(5) 熊本駅舎完成記念式典（平成31年３月16日） 

全線高架化完了後も整備が進められていた、新しい熊本駅舎の完成を迎え、記念式典が行わ

れた。 

【記念式典】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記念式典  

開 催 日：平成31年3月16日（土）8時30分～ 

開催場所：熊本駅白川口駅前広場 

次  第 

オープニングセレモニー、主催者挨拶、来賓挨拶、来賓紹介 

安藤忠雄氏 ビデオメッセージ、くす玉開放 

主な出席者 

①主催者：熊本県知事、熊本市長、ＪＲ九州代表取締役社長 

②来 賓：国会議員、国土交通省、熊本県議会議員、熊本市議会議員 

     自治会関係者 
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